
 

 

 

 

Cisatracurium besylate の筋弛緩剤としての開発について 
 

 

Cisatracurium besylate の筋弛緩剤としての開発に関する要望につ

いては、第 23 回医療上の必要性の高い未承認薬・適応外薬検討会議で

医療上の必要性が高いと判断され、平成 27 年５月 21 日に開発要請を

行ったところである。今般、本要望について、要望者（日本小児救急

医学会）より、下記のとおり要望の取り下げに関する申出が提出され、

受理したので、報告する。 

 

１．要望の概要 

要望番号 成分名 要望内容 要望者 

Ⅲ-①-3 

Ⅲ-①-4 

Cisatracurium 

besylate 

手術中、または、処置、

検査、集中治療に際し

て、成人及び小児を対

象に、全身麻酔や集中

治療室での鎮静の補

助として骨格筋を弛

緩させ、気管挿管や人

工呼吸を円滑に実施

できるようにする。 

日本小児救急医学会 

 

２．要望者からの要望の取り下げに関する申出 

関係学会と調整を行ったところ、全身麻酔のための使用のためには、現

在使用可能である rocuronium を上回る利点がないという判断から、当薬剤

の開発要望を取り下げることとしました。 

 

資料６ 

 

 


